
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では、環境行政の基軸の一つとして「生物多様性の保全」を掲げ、様々な取組を

進めております。取組の一環として、令和５年５月 26 日に一般社団法人Ｆ・マリノスス

ポーツクラブと「生物多様性に係る普及啓発協定」締結し、生物多様性の普及啓発を連携

して取り組んでいます。 

本協定をもとに、サッカーをしながら楽しく生物多様性を学ぶ子ども向けの体験型イベン

ト「生きもののつながり×サッカーin 洋光台」を開催します！ 

当日は、横浜Ｆ・マリノス公式キャラクター マリノスケも遊びに来ます！ 

ぜひ、ご参加ください！ 
 
 

１ イベント概要 

開催日時： 令和５年 11 月５日（日）※雨天中止 

①10:00～11:30（受付 ９:40～９:55） 

②13:30～15:00（受付 13:10～13:25） 

※①、②ともに同じプログラムです 

実施場所： 洋光台北団地集会所（OPEN RING）、芝生広場 
（横浜市磯子区洋光台２丁目１－35） 

参 加 費： 無料  

対 象： 横浜市内在住の年長児～小学校６年生 

募集定員： 30 名（①、②各回 15 名） 

※保護者の同伴をお願いします（２名まで可）。 

※応募者多数の場合は抽選となります。 

募集期間： 令和５年 10 月６日（金）から 10 月 22 日（日）まで 

特設ＨＰ： https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-

kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/tayosei/20231105_youkoudai.

html 

申込方法： 上記 URL または二次元コードから特設 HP にアクセスしていただき、

申込フォームからお申し込みください。 
 

２ プログラム 

(1) 事前学習 

生き物とのつながり、生き物から受ける恵みを受講者の皆さんとコミュニケーション

を取りながら学びます。 

(2) 体験型プログラム 

Ｆ・マリノススポーツクラブによるプログラムで、サッカーの動き（ドリブルなど）

をしながら楽しく生物多様性を学びます。  

＼サッカーをしながら、楽しく生物多様性を学ぼう／ 

「生きもののつながり×サッカーin 洋光台」を開催します！ 
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アクセス：JR 根岸線 洋光台駅より徒歩 10 分 

 

※受付は集会所で行いますので、北団地集会所

へお越しください。 

※なお、駐車場・駐輪場はございませんので、

徒歩または公共交通機関でお越しください。 

 

 

３ その他 

雨天中止の場合は、当日７時までに特設 HP でお知らせします。 

 

【参考】 

・ 実施場所の詳細 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
・ 磯子区洋光台周辺地区について 

「持続可能な住宅地推進プロジェクト※」の推進地区として、ＳＤＧｓ未来都市の実

現に向け、横浜市とＵＲ都市機構（独立行政法人都市再生機構）の協働により、多世

代交流やコミュニティ活性化等の取組を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

【取材について】 

取材をご希望される場合は、11 月１日（水）17 時までにお問合せ先までご連絡ください。 
  

    

 

 

横浜で初めての万博となる２０２７年国際園芸博覧会の開催に向けて、 

引き続き、生物多様性の普及啓発に取り組んでいきます。 

お問合せ先 

（イベントについて） 

環境創造局政策課環境プロモーション担当課長  安藤 成晃  Tel 045-671-3830 

（磯子区洋光台周辺地区について） 

建築局住宅部住宅再生課長           米満 東一郎 Tel 045-671-4543 

（一般社団法人 F・マリノススポーツクラブについて） 

一般社団法人F・マリノススポーツクラブ 地域連携本部 地域連携部 ホームタウン課 Tel 045-285-0674 

洋光台駅 

JR 根岸線 

北団地集会所 
受付場所 

※ 持続可能な住宅地推進プロジェクト 

ＳＤＧｓ未来都市の実現に向け、少子高齢化、コミュニティの希薄化等の地域の課題

を解決するため、地域住民や企業、ＵＲ都市機構等と連携し、多様な世代が「住み」、

「働き」、「楽しみ」、「交流できる」、かつ、若い世代が「子育てしたくなる」魅力あ

る郊外部の再生に取り組んでいます。 


